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第第第３３３回回回   開開開催催催報報報告告告   

 

開催日時：平成20年９月１４日（日） １３：００～１７：２０ 

参加者 ：総勢３９名（住民１７名、学識者２名、関係機関９名、報道機関１名、事務局等１０名） 

座談会進行役：桑子敏雄（東京工業大学大学院 社会理工学研究科 教授） 

アドバイザー：島谷幸宏（九州大学大学院 工学研究院 教授） 

 

 

第３回水辺づくり座談会は、これまでの座談会で得られた意見を踏まえ、天王川再生計画(案)の概要、進め

方を議論しました。そして天王川自然再生にむけた最初の取り組みは河口部再生であることで一致し、河口部

の水辺形状について現地調査を実施し、議論しました。 

 

   

天王川自然再生計画(案) 

川全体での取り組み（中長期的に実施：試験的な取り組みの後） 

・トキ等、多様な生物が生息    ・生育する川、自由度の高い川 

・治水安全度の向上        ・環境に配慮した護岸整備 

・水辺と人がふれあえる川づくり 

現状の保全 
・ホタルの保全 

試験的な取り組み（河口の次に実施） 

・開放的で広い水辺空間の整備 

・水辺に近づける川づくり 試験的な取り組み（最初に実施：今回の議題） 

・河口部の自然再生【トキの餌場、ヨシ原繁茂、多様な生物の生息場、内湖（流

出負荷堆積促進）の形成、かつての景観、水辺のエコトーン 等を再生】 

現状の保全 
・常時水面での湿地・浅場の保全

座談会の内容 

座談会の概要 

問い合わせ先 
新潟県佐渡地域振興局地域整備部  担当 佐々木（計画調整課） 

TEL：0259-74-4040   FAX：0259-74-2048  Email：sasaki.tadashi2@pref.niigata.lg.jp 

長江川河口部、貝喰川河口部を調査し、その後、天王川

河口部へ向かい、現状を確認しました。みなさん、現場で

メモやスケッチを取り、自然再生のアイデアをふくらまし

ていました。 

現地調査 座談会 

現地調査後、天王川河口部の形状についてみ

んなで意見を出し合いました。 

真剣に平面図を描くみなさん

私の考えは～

なかなか良いアイ

デアだね 

天王川河口部の自然再生の参考となる「貝喰川河口部」

サギやカモがたくさん利用しています。 

トキも利用するかもしれませんね。 



     

     

河口部に内湖的な

環境を形成し、ヨ

シ原や浅場環境を

創出させる案 

     

天王川（左岸：水

田側）を拡幅し、

湿地や内湖を形成

する案 

     

加茂湖の湖岸にヨ

シ原を再生する案 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※内湖とは：大きな湖の周囲で見られる小さな湖で、出水時には河川からの土砂等の流出負荷を一時的に貯留する機能を持っています。

天王川河口部の自然再生（みなさんの意見） 

◆ みなさんに自由な発想で天王川河口部の水辺形状を描いていただきました。 

～ 配 色 ～ 

青色 水面           緑色 植物の繁茂している箇所 

橙色 土砂の堆積している箇所  桃色 道路 

※（人によっては配色にとらわれず、自由に描いている場合もあります） 

今後、みなさんからいただいたアイデアを基に、天王川河口部自然再生の具体形状を検討します。 

検討においては専門家からのアドバイスを踏まえ、必要な事項を整理し、実現可能な天王川河口部形状(案)

を取りまとめる予定です。 


